
６ 宮崎市立図書館資料収集方針及び選定基準

宮崎市立図書館資料収集方針

１ 目 的

宮崎市立図書館は、図書館法及び宮崎市立図書館管理運営規則に定められた事業を適正に運営する

ため、次の基本方針に基づき図書館資料の収集に努める。

２ 基本方針

(1) 資料の種類は、図書、記録、視聴覚資料、地方行政資料、逐次刊行物、郷土資料、その他必要な

資料とする。

(2) 資料の収集は、地域の公共図書館としての役割を果たすため、一般教養、調査研究及び実用、娯

楽の用に資するものとする。

(3) 資料の範囲は、各分野にわたるものとし、基本的な資料を優先的に収集する。

(4) 蔵書構成は、利用状況を常に考慮したものとし、特定のものに偏ることのないよう留意して収集

する。

(5) 資料の選択は、思想、宗教、政治において自由、公平の立場からあくまで中立であることを主旨

とする。

(6) 利用度の高い資料及び保存上必要な資料は、必要な範囲において複本を置く。

宮崎市立図書館資料選定基準

１ 一般図書

(1) 総記

ア 情報科学は、特に最新情報を選定し、蔵書の更新に努める。

(2) 哲学・宗教

ア 哲学、心理学、倫理学は、世界各地、古代から現代に至るものを幅広く収集する。

イ 宗教は、公平な立場で特定の宗教、宗派に偏らないように留意する。

ウ 宗教を理解するための歴史、聖典等は収集するが、伝道書、布教書は置かない。

(3) 歴史・地理・地誌・紀行

ア 歴史・地理は、各時代、各地域にわたり系統だてて収集する。

イ 九州地方、宮崎県及び宮崎市の歴史・地理については、その整備に努める。

ウ 旅行ガイドブックやマップ等は、常に新しいものを収集する。

(4) 社会科学

ア 政治、経済、社会、教育分野は、常に社会情勢に即応したものを収集する。

イ 統計は、常に新しいものに留意する。

ウ 法律は、専門知識を要するものではなく、入門書から大学一般教養課程程度の内容のものを目

安として収集する。
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(5) 自然科学・医学・薬学

ア 自然科学は、入門書から大学一般教養課程程度の内容のものまでを目安として収集する。

イ 医学・薬学は、健康・予防に関するものを中心に収集する。

(6) 技術・家政学

ア 工学、工業は、入門書から大学一般教養課程程度のものまでを目安として収集する。

イ 最新情報を必要とする分野では、蔵書の更新に努める。

ウ 家政学分野は、実用的なものを収集する。

(7) 産業

ア 農林水産一般と趣味的な園芸を中心に収集する。

イ 商業、交通、郵便等の産業情報を収集する。

(8) 芸術・スポーツ・娯楽

ア 美術集、写真集等は、芸術的に価値の高いものを選定するが、いたずらに性意識を刺激しやす

いと考えられるものについては収集しない。

イ 音楽、スポーツ、娯楽分野は、多様な要望に応えられるよう幅広く収集する。

(9) 言語

ア 日本語については、基本的な学問書、実用的な文例集等を収集する。

イ 主要な外国語については、簡単な文法書、実用書等を収集する。

(10) 文学

ア 詩歌、小説、随筆等は、古典から現代まで文学的価値のあるものから娯楽性の高いものまでを

収集する。

イ ベストセラーなど、話題性のある本については、積極的に収集する。

ウ 教養を高め、生活の向上に資するものはもちろん、快く楽しく読めるものを収集する。

２ 児童図書

(1) 児童書

ア 正確で分かりやすく書かれているものを選び、常に更新に努める。

イ 健全で、創造性、文学性に富んだ作品を収集する。

ウ 経験を拡充、豊かにする作品を収集する。

(2) 絵本

ア 絵と文が調和して、互いに補いあって、相乗的な効果を出しているものを収集する。

イ 絵は、芸術性、創造性に富み、表現力豊かなものを収集する。

ウ 文字は読みやすいもので、堅牢な製本のものを収集する。

(3) 紙芝居

ア 遠目のきく、はっきりとしたわかりやすい絵のものを収集する。

３ 青少年図書

(1) 青少年図書とは、主に 10代を対象とした図書をいう。

ア 基本的には一般図書の基準を準用する。

イ 青少年の読書活動の推進を図るため、青少年の興味関心を考慮し、感性と想像力を豊かにする

資料は収集の対象とする。
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ウ 生活や学習の課題解決に関する資料を収集する。

４ 参考図書

(1) 事典、辞典は、各分野にわたり豊富に収集する。

(2) 統計、年鑑、白書は、主要なものを「継続参考図書」とし、継続的に収集する。

(3) 郷土・行政資料は、宮崎市に関するものを幅広く収集する。

５ 逐次刊行物

(1) 新聞

ア 主要な全国紙、地方紙、スポーツ新聞等を収集する。

(2) 雑誌

ア 最新号の利用を重視するものを主に収集する。時事的なもの、生活情報、写真、読物が主体で、

いわゆる家庭趣味、スポーツ、娯楽誌など。

イ 図書及び雑誌の構成のバランスを図り、同一水準の一貫したものを収集する。

ウ 郷土の出版物は可能な限り収集する。

エ 青少年コーナーを充実するため、受験雑誌等を収集する。

オ 児童、幼児をもつ親のための雑誌を収集する。

カ 小中学校から高齢者まで各世代にわたり、利用度の高いものを収集する。

６ 視聴覚資料

(1) 視覚資料

児童映画、ミュージカル映画、自然科学に関する環境映画等、各分野にわたり魅力あるものを

収集する。

(2) 聴覚資料

クラシック音楽を重点にそろえ、ポピュラー音楽、民族音楽、邦楽、演芸等、各分野にわたり

利用度の高いものを収集する。

７ 障がい者用資料

(1) 点字図書及び大活字本は、利用に応じて収集する。

(2) 文学及び実用書の朗読テープは、利用に応じて収集する。

附 則

（施行期日）

(1) この収集方針及び選定基準は、平成 6年 12月 25 日から施行する。

(2) この基準の一部を次のように改正する。

附 則（宮崎市立図書館資料選定基準第 3項）

この基準は、平成 22 年 3 月 8 日から施行する。
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